
The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

ア レ ル ギ ー39（3 ），
330−338，1990（平 成 2）

0歳 ア レ ル ギ ー 患児の 研究

一 第 1編　食物 3 大抗原 ， 卵白 ・牛 乳 ・大豆 に 対す る

特異 IgE
，
　 IgG4抗体に つ い て

一

東邦大 学 第 二 小 児 科

　 小屋二 六

　我 々 は O纛ア レ ル ギー
患児94名 ；呼吸困難 を伴 っ た喘 鳴児21名，ア トピー

性 皮膚炎患児35名，喘 鳴 ・

ア F ピー
性皮膚炎合併患児 M 名 ， 他 の ア レ ル ギ

ー
患児 4名 に お け る各種食物抗 原 ， 卵白 ・牛乳 ・大豆 に

対 す る特異 lgE，　 IgG4抗体 を測定 し，次 の よ うな結果 を得た．

　1）全 患児で み る と，特異 IgE抗体群 に お い て は卵 白 IgE抗体の 陽性率が高 く，特異 IgG 、抗体群 に お

い て は牛乳 IgG ．抗体 の 陽性率が 高値を示 し た （ρ〈 0．001，ρ＜ 0．005＞．

　2＞各症状別 に 検討 す る と，喘鳴群 に お い て は 牛乳 IgG4抗体陽性率 が 高 く，
ア トピー性皮膚炎群，喘

鳴 ・ア ト ピー
性皮膚炎合併群 2 群 に お い て は，卵 白 ・牛乳 IgE 抗体陽性率が 有意 に 高値を 示 し た．

　3＞IgE　RIST 値 が 211U／ml 以上 の 群 に お い て は 卵白 ， 牛乳 IgE抗体 陽性率が 高 く， 好酸球数が 301〆
mm3 以上 の 群 に お い て は 卵白，牛乳，大豆 lgE 抗体並 び に 卵白 IgG、抗体陽性率 が 有意に高値 を示 した．

Key 　 words ：　IgE　antibody 　titers　to　food　al］ergen − IgG《 antibody 　titers　to　food　allergen

は じめ に 対 象お よ び方法

　近年 ア レ ル ギ
ー
疾患 の 増 加 ・若年化 に 従 っ て，母親

に おけ る ア レ ル ギ
ー・
疾患 へ の 関心 は 高 ま り，母 親 自身

の 判断に て 乳児を伴な い ，ア レ ル ギ ー
専門医 の もとへ

柑談 に 訪 れ る例が増 加 して きて い る．

　
一

方 j 胎児期 か ら乳児期 に お け る ア レ ル ギ ー
患児 の

病態生理な どの 解明が 進 み ， 患児 の 持 つ ア レ ル ギ ー疾

患の 進行を 阻 止 し た り，他 の ア レ ル ギー
疾患 の 発症を

予防す る た め の 方法論が模索さ れ て い る の が現状 で あ

る．

　そ こ で 今回我 々 は O 歳 ア レ ル ギ ー
患者 を対 象 に選

び，そ の ア レ ル ギ ー状態 の 特徴を 各 ア レ ル ギ ー症状別

に み て， 0歳 ア レ ル ギ ー
患児 の 特性を検討 し，患児の

治療法等を 考え る た め の 基礎 的資料 と す る こ と に し

た．
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Abbreviations：　RAST 　radioa ｝lergosorbent　test；

RIST 　 radiOimmunosorbent 　teSt

　 1．対象

　対象は ，東邦大学第二 小児科 ア レ ル ギ ー
外来を訪れ

た 0 歳 ア レ ル ギー患 児で t 男児 56名，女児38名，計94

名 で あ る．呼吸困難症例を伴 っ た瑞鳴（以下，単 に 「喘

鴨 」 と略す） を 主 訴 とす る患児 35名 ， 頭部 ， 顔面 ， 頚

部 に 湿疹 を 認 め る患児51名，｛曼性下痢な ど他 の ア レ ル

ギ ー
症状 を主訴 とす る 患児 9 名 で あ っ た．な お，初診

時患児平均 月齢 は 6，8ヵ 月 で あ っ た．

　 1年以 上 の 経過観察を 行 い
，喘鳴を繰 り返す 回 数 や，

皮膚 の 湿疹 の変化を チ ＝ ・
／ ク し，病態 の 再検討を 施行

し た．そ の 結果 は ．喘鳴 の み 3 回 以上繰 り返 した 患児

21名．ア トピ ー姓皮膚炎の み の 患児35名，喘鳴 と ア ト

ピ
ー
性皮膚 炎を合併 し た患児34名、牛乳 に 対す る 胃腸

管 ア レ ル ギ ー
患児 1名 ， 蕁麻疹 を繰 り返 した患者 3名

とな っ た．胃腸管 ア レ ル ギ ー児，蕁麻疹患妃は 対象か

ら除外 した．ま・た ，嗚鳴患児の なか に は ，気道内外の

腫瘍，心疾患 などの 症例 は 含 ま れ て い な い ．

　離乳食に 関 して は
， 6 ヵ 月以前 に外来を訪れ た患児

は 全て 禁と し，碍乳並 び に 牛乳抗原性 を処理 した ミル

ク の み を与え る よ う指示 した． 6 ヵ 月以後に 来院 した

患児に は ，6 ヵ 月に 入 り果汁，穀類 ，
7 ヵ 月 に て 豆類，

8 ヵ 月 に て 魚類，10ヵ 月に て 肉類， 1歳 を過 ぎた 時点
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で食物 RAST を チ ヱッ ク し卵 と牛乳を 許可 す る と い

うス ケ tY ・
一

・レ を設定 し，
こ れ を厳守させ た．栄養法

薯llに お け る検討で は
， 母乳 の み の 群 は 9 名 d ミ ル ク ま

たは 混合 の 群 は 85名 とな っ た．

　2，方法

　初診時，患児よ り静脈採血 を施行 し，lgE　RIST 値，

好酸球数，卵白 ・牛乳 ・大豆 の 食物抗原に 対す る IgE

RAST 値 ，
　 lgG4抗体値 の 計 8項 目を測定 した．なお．

喘鳴児は 加療を行 い ，喘鳴消失 を確認後，採血を施行

した ，

　IgE　RIST 値は radioimmunoassay 　Sephadex 固相

法に て ，IgE　RAST 値は paper 　discを 用 い た ・Phar・

macia 社製 の RAST 法 tcて 諏定を行 っ た．　 IgG4抗 体

値は，当教室 の 諸井 n が報告し た ご と く，a！lergenは凍

乾末と し て 鳥居薬品よ り， peroxidase 標識 mouse 抗

ヒ ト monoclonal 抗体 は ヤ マ サ 醤油よ り入 手 し，　 aller ・

gen を物理 的興着法 に よ り固相と し た enzyme ・linked

i  unosorbentassay 法を 用 い て 翻定 し た ．

　食物 王gE 　RAST 値は ， 3種 とも 2 ブ ラ ス 以上 を陽性

とし，卵白・牛乳 IgG4抗体値は 26u！m 星以 上，大豆 IgG、

抗体値lto．4u／ml 以 上を陽娃 と し，測定 し た デ
ー

タ は

カ イニ 乗検定法を用 い 検討 した ．

結　果
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　1， 0 歳 ア レ ル ギ ー
患者 の 食物 抗原 に 対 する IgE，

IgG4抗体の 出現頻度に つ い て

　まず，全患児に お け る，卵 白 ・牛乳 ・大豆 の 3大食

物抗原 に 対する抗体出現状況を み ると，IgE 抗体 に お

い て ，卵白 RAST 陽性 患児 は 全 体の 38．3％と陽性率が

3種 の うち で
一

番高痙 で あ り，次 に 牛乳 RAST 陽性

率 ：11．7％ ， 大豆 RAST 陽性率 ：5，3％ の 順 で あ っ た 、

（p く 0．eOl）

　一
方 ，

IgG4抗体 に お い て は ，牛乳 IgG，抗体陽性患児

が 全体 の 23．9％を占め ，卵白，大豆 の IgG
‘抗体陽性率

と の 差 は 顕著で あ っ た （♪＜ O．005）（Table　1）．

　次 に 男女別 に て 検討 した が，両群と も，全患児に お

け る陽性率 と同様 な 傾 向を 示 し，男女 の 有意差 は 認め

られな か っ た （Table　2）．

　月齢 別 の 差異を み る た め に
， 患児を生後 1 〜6 ヵ 月

と 7 ヵ 月以降 の 2群 に 分別 し て 検討す る と ， IgE 抗体

に お い て は
， 生後 1 〜6 ヵ 月群 で は 卵白 貼 ST 陽性率

が 3L8 ％と 潘 高率で あ っ た．生後 7 ヵ 月以降の 群で

も同様な結果を認め た ． 2 群間 の 比較を行 うと，牛乳

RAST 陽性率 は
， 生後 1 〜6 ヵ 月群で は 13．6％ ， 7 カ

月以降群 で は 1  ．O％ と 微減傾 向 を認 め た が，卵 自

RAST 陽性 率は 31．8％ と44．0％，大豆 RAST 陽性率

Table　l　Positive　ratio　of　IgE　and 　IgG ，　ant 三body　titers　to　egg 　whlte ，

　　　 milk 　and 　soybea 矼 in　atlergic　children 　under 　one 　year

AntibDdy　titers
to　egg 　w 揃 te

An しibGdy しiters
　　　bmiik

An肋 （》dy　titers
　to　soybean

1gE　a 日ti圃 y　titers
　　　positive　group

　　　Ωegative 　group
IgG．　antibqdy 仁iters
　　　positive　gfoup

　　　negative 　group

36（38．3％）

58（6L7 ％）

7（8、0％）

81（92，0％）

11（ll．7％）

83（88．3％）

21（23．9％）

67（76、1％）

5（5．3％）

89〈94．7％）
　　　　　　　　　　　　　ρく0．001

9（10．2％ ）

79（89．8％）
　　　　　　　　　　　　　ρ〈 o、oo5

Table　2　Positive　raUo 　o 歪each 　antibody 　titers　in　male 　and 　fema 王e

鴇譜 鍛
　　　 white

POS …tive　group

IgE　an 曲 ody

　　titers　to
　　　　mllk

po51tive　group

薹gE 　antibody
　　tite霜 to

　　soybean　　．PPOSItive

　group

IgG → a 面 body　■
室iters 　to　 egg

　　　white

positive　group

IgG、　a甜 body
　　titers　to
　　　 mllk

pos虻lve　group

】gG ‘ antib ｛畑
　　titers　to

隅 瀦臨。。，

Male 25／56
（44．6％〉

　8〆56
（ユ4．3％〉

3／56
（5，4％ ）

5／騒

（9．3％ ）

13／54
（24．1％）

　7／54
（13．0％）

Female 11／38
（28，9％）

3〆38
（7．9％）

2／38
（5．3％）

2／36
〈5．6％）

　　8136
（22．2％）

2！36
（5．6％）
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332 0歳 ア レ ・レ ギー．患児の 食物 lgE，　 lgG航 俸に つ い て

Table　3　Positive　ratio 　of　each 　antibody 　titers　in　29roups　under 　ene 　year

IgE　ant ［b 。dy 　
I

nters　to　eg 墓　，
　　　 whit 己

positive　gmuplI

騒号、懇
i
黔

　　　　　milk

positive　gr。up

1gE　antibody

　　titers 　tO　 I
　　soybea 冂　　I
posltive　group

IgG．　gntibQdy
titers　to　egg

　　　 whi 監e

… id・・ g・・up

⊥

王鴟 antibDdy

　　 口ters　to
　　　　miik

positive　gro 叩

　　　　　　　　　一＿
IgG、　a 日tibodv
　　titers　to

　　SDybean

positiヤe　grDup一
ト 6Mon

　birth
　ユ4！弓4
（3L8 ％）

　6！44
（13．6％〉

G　 　　　
I o　 　 旨

　　　　　　　 E

　　9！

「
4王

（22．o％）
2！41

（4．9％）

7− 12Mon
　birth

　22150
（44．嘱 ）

　5〆50
（玉0．0％）

　5〆5DaO
，G％）

　　　　　7ノ

’
4アi　　　〔14．9％う　 i

　12！47C25
．5％｝

　　　　　　　　　一
　 7／47
（14．9％）

Pく OOO9 Pく OO4

Tab ］e　 4Positivity 　and 　negativity 　of　lgE　and 　IgG
、
　antibody 　t三ters　to　egg 　white ，

　　　 mlik 　and 　 soybean 　in　each 　allergic　symptoms

IgE　antibody 　tkers　to
　　　　　milk 　and 　soybeaBegg

　whi ［e，　 　 1
　　　　　　　　　　　　 1IgG

、a 扛】tibody 巨［ers 　to
　　milk 　 and 　 sovbe ＆η　　　　　　　　　　　齟

egg 　w 厭 e，

AIB （　 ） （↓ ）：1
　　ご＋ 、

・
　 　 i　　、’

more 　than 　2A ほ 3（一）

．
1 （・ ）

・
1 　　　（＋ ）

「

；m … than　2

　　　　　　　　　 I
Wheezy 　 3
　chil ホ en 　l17 ；　 　 3

ト
L

Il
　　 Di

…

　　　　　11 　　　　　　7

！

li

　 2

Chndrenwith
　atopic

dermatitis
17 8 o 22　　 亅

匣
　　　　　　　　　　　1．
　　 7　　 1
　　　　　　　　　　　 i

　　　　　　　　　　　「

2

Wheezv　　　　　．
chlldrenwith

　 atopic

dermatitis

16 14 2 2k lo 1

P＜ o．02 N 、S

は O ％と10．0％と逆に 増 加 傾向を認め た （p く 0． 09）．

　 IgG｛抗体 に お い て は ， 1〜6 ヵ 月群， 7 ヵ 月以降群

と も，牛乳 IgG
、抗体陽性率 が一

番高率 で あ っ た．2 群

を比ぺ る と，牛乳 IgG，抗体陽性率は 1 〜6 ヵ 月群で は

22 ．0％， 7 ヵ 月以降群で は 25，5％と微増傾向で あ っ た

が，卵 白 IgG、抗体陽｛生率 は 0％と14、9％，大豆 IgG4抗

体陽性率 は 4．9％と 14．9％ と 明 らか な 増加傾 向を示 し

た （p く O．04）（Table　3）．な お 栄養法別検討 は，母 乳

の み の 群 が 少 なす ぎ不 可能 と考 えられ た ．

　2． 0 畿 ア レ ル ギ ー患児の ア レ ル ギ ー症状別 lgE，

IgG ，食物抗体 の 出現頻農 に つ い て

　 まず，重複食物抗体 の 出現 とい う視点 よ り症状別 に

0歳 ア レ ル ギ ー
患者 を検討 した．

　卵白 ・牛乳 ・大豆 3 種に対する IgE抗体陽牲数に 関

し て ，喘鳴群 は ，3 種 と も RAST 陰性 とい う症例 は 17

名 ；85％で あ り， 1種 の み陽性倒 は 3名 15％，2 種以

上陽性例 は 見当 ら な い と い う結果 で あ っ た，そ れ に 対

して ，ア ト ピー
性皮膚炎群 で は

， 3種 とも陰性 の 症例

は 17名 154 ．8％，1種 の み 陽性 の 症例 は 8 名 ；25．8％，

2種以上陽性 の 症例 は 6 名 ；19．4％ と い う結果 と な っ

た，喘鳴 ・
ア ト ピ ー

性皮膚炎合併群 も，ほ ぼ 同様な傾

向を示 し ，
こ の 2群 は 喘鳴群 に 比 して ，至gE 食物抗体出

現頻度や重複食物抗体陽性率 は 高 い 傾向があ る と考 え

られ た （p ＜ 0．02）、IgG ‘食物抗体陽性数 に 関 し て は，

症状別 の 差異 は 認め られ な か っ た （Table　4）．

　次 に 各食物抗体別 に 3症例 と の 関わ りを 検討す る

と，症状別 に 有意な差異を認 め た 食物 抗体 は ，卵白，

牛乳 IgE抗体と 牛5L　lgG4抗体の 3種類 で あ っ た．

　卵 白 RAST 陽性頻度をみ る と，喘鳴群 に お け る卵 白

RAST 陽 性 例 は 3 名 ；15％ で あ る の に 対 し，ア ト ピ ー

性皮膚炎群 で は 13名 ；41、9％，瑞鴨 ・ア トピ ー性皮膚

炎合併群 で は 15名 ；48．4％と い う値で あり，こ の 2群

に お け る 卵 白 RAST 陽性率 は
， 嚇鳴群 に 対 し有意 lLft

率 で あ る と考え ら れ た （p ＜ O．05） （Tab ！e　5）．牛乳

RAST 陽性頻度 も，ほ ぼ同様な傾向を認め た （O．05＜

P〈 0」 ）（Table　6）．

　
一

方 ， 牛乳 lgGa抗体陽性頻度をみ る と，喘鳴群 に お

け る 牛 乳 lgG4抗体陽 性例 は 9名 ；45％で あ る の に 対

N 工工
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Table　 5P 。sitivity　of　lgE　antib 。dy　t孟ters　to　egg 　whlte

　　iB　each 　allergic　symptoms

　 　　　　　　　　　　　　　 …

W ・… y ・h・ld… i。島ild嬲 島sWheezy

　ch 控dren
　　wlLh 　atopic

　　dermatltis

亅gE 　an しibody
titers　to　egg 　white

positive　g 蜘 P
3 13 15

Negativo　group

一

17　　　 1　　　 18
　　　　　　　　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 ：

16

♪〈0．05

Table 　6Positivity 　of 　IgE 　antibody 　titers　to　milk

　in　each 　allergic 　symptoms

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Children　 withWheczy 　children
　　　　　　　　　　　　　　　　　atopic 　dermaUtisWheez

ア children

　　with 　amplc

　　deτmatitis

】gE　antib 磁 y
titers　to　milk

positlve　gr 。up

0 6 3

NegRtive　group 20 25 28

O、05 ＜p く O．1

Table　 7Positivity　oHgG 、
　an しibody　titers　to　milk

　 in　each 　allergy 　symptoms

Wheezy 　 chiidren
　Chi】dren　 wj 置h
atopic 　de  atitlSWheezy

　childre旦
　　w 油 atopic

　　dermaLitis

IgG．　antibgdy
titers　to　milk
posltive　group

9 6 4

Negative　group 11 25 27

P 〈  ．a3

し，ア ト ピ ー
性 皮膚炎群 で は 6 名 ；19．4％，喘鳴 ・ア

ト ピ ー
性皮膚炎合併群で は 4 名 ；12．9％と い う陽性率

で あ り，喘鳴群 の 牛乳 IgG、抗体陽性率 は ，他 の 2群 に

比して 高率 で あ る と考 え られた（p 〈 0．03）（Table　7）．

　3． 0歳 ア レ ル ギ ー
患者 の IgE，　IgG4食物抗体出現頻

度 と IgE　RIST 値 ， 好酸球数との 関係に つ い て

　｝gE 　R 正ST 値と 各食物抗体陽性数と の 関係を検 討す

る た め に ，各 IgE食物抗 体 の 陰性，陽性 2 群 を IgE

RIST 　201U／ml 前後の 2 群 に 分類 して み る と，卵白，

牛乳 RAST 陰性群で Pi　lgE　RIST201U ／mi 以下 の 例

が多数を占め t 陽 性群 で ｝t211U ／ml 以上 の 例 が 多数を

占め て お り．IgE　RIST 値が高値で ある こ と と，卵白，

牛乳 RAST 値 が陽性 で ある こ と の 関連性 が認 め ら れ

た（p く 0，001， ρ＜ 0， 2）（Table　8），しか し， IgE　RIST

値 と食物 3 種 の lgG，抗体 陽性度 と の 関連 は 認 め ら れ

な か っ た．

　次 に ，好酸球数と各食物抗体陽 性数と の 関係を検討

する た め に，互gE 　RIST 値の 際と 同様 に ，各 IgE食物

抗体の 陰｛生，陽性 の 2群 を好酸球数300！mm3 前後の 2

群 に分類する と， 卵 白，牛乳 ， 大豆 の 各 RAST 陰性群

で は ，好酸球ta300／mmi 以下 の 例が多数を 占め ，陽性

群で は 301／mm3 以上 の 例が多数を占め て お り，好酸球

数が高値 で あ る こ と と，卵 白，牛乳，大豆 3 種 の RAST

値 が 陽 達 で あ る こ との 関 連性 が 認め られ た （p 〈

0，00L　p＜ O，02，　 p〈 0．05）（Table　9）．

　な お，食物 3種の IgG4抗体の 陰性 ， 陽性 の 2群を好

酸球増多 の 有無 に よ っ て 分類 して み る と，卵 白 IgG
，抗

体 に お い て IgE　 RAST 値 3種 と同様な関連が認め ら
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Tab1e 　8Relat 豆on 　IgE　RIST　arld 玉gE　antibOdy 　titers

to　egg 　white ，　milk 　and 　soybean

．
［ IgE　antib ｛腐 titeτS
　　　　　　　　　　　whlte「　　 to　eg9

IgE　ant 畫body　dters
　　　　 to　miik

IgE　antib 〔魍y　tlters
　　　しoso 土

・bean

iN黝
ePo5 三tive9

「 QupNegative　9「oupPo

εiti、・egmupNega こive
　9「oup

　　　　　　　一
Positive9TGup

IgE　RIST
under 　 　 i　 45
2。 1u！m ［ i

4 46 2 49 1

：gERIST 　 i
詈翫   一 　

’3 32 37 9　　　1　　 40
　　　　　 亅

4

Pく 0．oe1 P く 002 N ．s

Table 　g　Relation　eosinophil 　counts 　and 　lgE　antibody

　　　 titers　to　egg 　white ，　milk 　 and 　soybean

igE　antibody 　titer5lgE 　ant 孟bod｝
・titersIgE 　antib 〔｝dy　titers

to　eg9white tomi 【k tO　SQybean

Negati、「ePositivelNegatlvePositiveNegativePositive
9 「oup 麟「oup ｛　 9「oup輌 9 「oup 9 「oup 9 「oup

E。sinophii … IE

　 counts

憧 nder
44 工3 55 3 57i 　 1

3GO！  3

四
E 。 sinophn F
　　COU 嘸 sover

14 23 28 s 32 4

301／mm ’

．

P くGOOI P 〈o．02 ρくO．05

Table 　 lO　Relatien　eosinophil 　counts 　and 　lgG‘ antibody

　　　　titers　to　egg 　white ，　milk 　and 　soyb 盟 n

h
慈躍黥 こlt・・sIgG 、　antibody 　titers

　　　　　to 鵬 ilk
IgG、　antlbQdy 　titers

　　　tQ　soybean

Negative9
「oupPositive9ToupNegative 　9「oupPositi

、℃

9「oupN

已gative
　9「oupPos

耄tive9
「oup

Eosinophil
　 countsunder300

／ 
3

57 2

　　　　　144

11 51 4

Eosinoph量［

　 countsover301

／mm3

3主
　　　　　…
5　 i　 23
　　　　　L

10 28 5

Pく e．001 NS ， N．S，

れ た （p〈 0．001）（Table　10＞，

　4． 0 歳 ア レ ル ギ
ー
患 児 の ア レ ル ギー

症 状 と lgE

RIST 値 ・好酸球数 ・卵 白 RAST 値， 3 因子 の 関係 に

つ い て

　IgE　RIST 値 ， 好酸球数 が 高値を示す こ とと， 卵白 ，

牛乳抗体の 陽性率が高くな る こ と の 関連性を認め た事

実を 踏ま え，IgE　RIST 値，好酸球数の 2 因子に ，食物

抗 体 の 中 で 最 も陽性率 が高 か っ た卵白 RAST 値を加

え，3 因子 の 基準値 を設定 し，ア レ ル ギ
ー

症状 との 関

連を検討する こ と に した ．

　基準値 は
，
IgE　RIST 値 に お い て は 211U／m1 ， 好酸球

数で は 301／  3
，夢泊 RAST 値 で は 2 ブ ラ 謂 上 と
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Table ユl　Relatian　alle【9ic　symptoms 　and 　3　aHergic 　factors（夏gE 　RIST，

　　　 Eosinophil　counts 　and 　IgE　antibody 　titers　to　egg 　white ）

Whee2y 　chlldren
　Chiidren　 with

atopic 　dema 面 sWheezy

　cMdren 　wi 伍

　　atopic 　dematltis

A 十 B ＋ C
　　　1
（4．8％ ）

　　lo
（28．8％）

　　　6
（17．6％）

A 十 B 0 3 2

A ＋ C 2 　　　2
（9．ε％ ）

5
　　　8
（22．5％）

7 　　玉1
（32．4％）

B 十 （： 0 o 2

A 2 4 　　　　 2．

B 3 　　　5
（23．7％）

5
（28繋％ ） i5

　　　7

（25．1％ ）

C 0 1 i　 o

AU （一〕1
　　13
（61．9％）

　　　7
（19．9％ ）

　　10
（249 ％）

A ：IgE　RIST ：ov   211U ／ml ，　B ：Eosinophit　counts ：。ver 　3G11  3．

C ：IgE　RAST 　score 　to　egg 　white ： more 　than 　2（十）．
ρ〈0．03

設定し た．

　ア レ ル ギ
ー
症状別 に ， 3 因子 と も基準値を越 え て い

る群を み る と
， 喘鳴群 で は 1 名 ；4．8％ と低 率で あ る の

に 対 し，ア ト ピー性皮膚炎群 で は 10名 ；28．8％，喘鳴・

ア ト ピ ー性皮膚炎合併群で は 6名 ；17．6％ と，喘鳴群

に比 して 高 い 植を示 した ．逆 に 3因子 と も基準値以内

の 群を み る と，喘鳴群 に お い て は 13名 ；61．9％ と高率

で ある の に 対 し，ア ト ヒ
’一性皮膚 炎群 に お い て は ア

名 ；19．9％，喘鳴 ・ア ト ピ
ー
性皮膚炎合併群に お い て

｝ilO名 ；29，4％ とい う値 に 止ま っ た （p〈 0．03）（Table

11），

考　案

　乳児期 の ア レ ル ギ
ー
患者 に お い て は，食物抗原 の 関

与が大 で あ る とい う指摘
2 ｝
’S）

“：対し て は異論が な い と

考え られ る．か つ 諸家
2，4｝は，食物 IgE 抗体 の 存在 を

RAST 法 に て測定 ， 証明 し ， 陽牲群 の 中 で は ，卵 白に

対す る IgE 抗体陽性例が多い と述 ぺ て い る．こ の 結果

は，我 々 が 対象 と した 0 歳ア レ ル ギ ー患者 と い う限定

され た 範囲 に お い て も，同様に認め ら れ た．

　
一

方，小 田島ら
5）
は 新 生児期 や 乳児期 の ア レ ル ギ ー

患児に お い て J 牛乳 lgG抗体 の 陽性率は 高 く，逆に卵

白 IgG抗体 の 陽性率は 低か っ た と報告し て い る．我 々

の 測定 した 抗体は ，IgG 抗体で は な く，
　 IgG

，抗 体 で

あ っ た が，同
一な結果を示 し た事実 は 興味深 い もの で

あ っ た．

　喘鳴児と食物 ア レ ル ギ ーと の 関連
6 ｝や，食物 IgE抗

体 の 存在 と の 関連に つ い て の 報告η 8＞，同様 に ，ア ト

ピ ー
性 皮 膚 炎 患 者 と 食 物 ア レ ル ギ ーと の 関 連

や
91−13 ），食ta　lgE抗 体 の 存 在 との 関連 に 関す る 報

告
i‘｝
一

呈η は 多数認 め られ る．し か し，喘鳴児群 とア ト

ピー
性皮 膚炎患児磊の 2群に お い て，食物抗体 に 関す

る比較が行わ れ た報告 は 見当 らない ．我 々 が 検討 し た

結果で は ，食物 IgE抗体陽性数の 高い 群の 順位は ， ア

ト ピ
ー
性皮膚炎群 ≧鳴 鳴 ・ア ト ピ ー性皮膚炎合併群 〉

喘鳴群 とな り，喘鳴群よ りア トビ
’一性皮膚炎群 に お い

て食物 IgE抗体陽牲率は 高い とい う結果 に な っ た．

　しか し，食物 IgG航 体陽性数に お い て は ， 3 群に有

意の 差 は 認 め られ な か っ た．こ の 事実 は
， 三 河

2｝
の ア レ

ル ギ ーが関与する皮膚炎の 形 成 に は lgG抗体 の 存在

は 必ず しも必須で は な い とい う指摘 と関連する 可能性

が考 え られた．

　次 に ア レ ル ギ ー
症状別 3 群 に お い て ， 陽性率に 有意

の 差を認め た 食物抗体をみ る と，卵 白・牛乳 IgE抗体，

牛乳 IgG4抗体 の 3 種 が あげ ら れ る．

　卵白 IgE抗体 の 陽性頻度順は ， 喘鳴 ・ア トピ
ー

性皮

膚炎合併群 。 ア ト ピ ー性皮膚炎群 ・鳴鳴群 の 順 とな っ

た．つ ま り，喘鳴群 に お い て も，卵白 RAST 陽性を示
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す例 が 存 在 す る こ と は 諸家 の 報告卿 δ1と 同様で あ る

が，ア ト ピ
ー
性皮膚炎と卵白 RAST 陽性 との 関連の 方

が，よ り密接 との 結果 と な り，三 河
2i、伊藤 ら

3），丸山岡

な どの 報告を支持す る繕果で あ っ た．桐野 ら
L9）

は ，乳 児

喘息に お い て ，湿疹合併を 認め な い 群 は 合併を認め る

群 に 比 して 卵白 RAST 値 が 低 い と指摘 して い る が，乳

児喘息と喘鳴児 の 差 は あ る もの の ，我 h．の デ ー
タ と匯

一
の 現象を指摘して い る 可能性 が あ る．

　
一

方 1 牛乳 IgG ，tt体陽性率を み る と， 喘鳴群に お け

る 陽性率 ボ ア ト ピ
ー
性皮膚炎群や喘鳴 ・ア ト ピ

ー
性 皮

膚炎合併群 に 比 し て高率 で ある こ とが認め られた，諸

家
20）
−2 ‘）に よ り，食物 ア レ ル ギ ー

や ア ト ピ ー
性皮膚炎 と

IgG4抗体に関す る報 告は なされ て い る が，喘鳴児 と

IgG4抗体 に 関す る報告や ，乳児期 の 喘鳴群 と ア ト ピ ー

性 皮膚炎群 に お け る食物 lgG4抗体陽性率 の 差異 を検

討 し た報告は な く，さらに 検討 を加 え る 要があ る と思

わ れ た．

　 諸家
7）t6］1tt）25｝ 77 ）

に よ り，　 IgE　RIST 値 が 高値 を 示 す

群 に RAST 陽性例 が 多い と い う報告が な され て い る，

今 回我 ・々
　et　Orge126）

の 指摘を考慮 し て IgE　RIST 値 ；

201U／ml を境界値と し， 0歳 ア レ ル ギ ー患者を 2 群に

分別 し，各食物 RAST 陽牲率 を検討 し た と こ ろ，卵白，

牛乳 に お け る RAST 陽性率に 同様な傾向 を認 め た．

　廣 va2fi）1＝ よ り，好酸球数が 高値を示す群 に お い て も，

RAST 陽性率 が高い と い う報告 が な されて い る．廣田

は境界値を50G／mm3 と して お り，我 々 も，まず 同境界

値に て 2群 に 分別 し検 討 し た が，良 い 結果を得 る こ と

が で きなか っ た． 2 〜3 の 境界値 に 変更 し検討 した と

こ ろ，300／
「
mm 陀 する こ と に よ り，卵 白， 牛孚L 大豆

に お け る RAST 賜性率，さらに は卵白 IgG
， 抗体陽 性

率 と も良 い 相関を 得 る こ とが で ぎた．

　なお， 0歳 ア レ ル ギー
患児 に お け る IgE　RIST 値，

好酸球数 の 境界値 に つ い て ，我 々 は ，多変量解析法 と

い う手法 を用 い ，意味 の あ る適確 な基準纏 の 決定を考

慮中で あ る．

　贋田
：fi｝tl，疾患背景 と して の ア レ ル ギ ー

を深 る 条件

と して ，IgE　RAST 陽性 ． 未棺血好酸球数高僵 ，
　 IgE

高値 の 3者 をあげ，そ の 3者 は 極 め て よ く相関し有用

で あ る と述 べ て い る。根本
29 ｝

も遺伝的素 因を加 え，同様

な指摘を行 っ て い る．しか し，これ ら の 要因 が
， 全部

そ ろ わ な くて もア レ ル ギ ーが存在する事実も指摘 し，

永山
30
穐 ， 初 回 喘鳴児に て ，低 lgE値 に もか か わ らず

食品 RAST が陽性化 し て い る 事実 を 報告し て い る ．

　そ こ で我 々 は，卵 白 RAST 　2 ＋ 以上，　IgE　R工ST 　21

IUlm1 以上，好酸球数30レ mm3 以 ヒ とい う3条件 を設

定し・ア レ ル ギ 『
症状別 3 群 の 差異を検討 した と こ ろ，

ア ト ピ ー
性皮膚炎群 喘鳴 ・ア 桜 雌 皮膚炎 合囎

の 2 群に お い て は ・2条件・3 条件 を溝た す例が多 く，
喘鳴 群 に お い て は 1条件を も満た さない 例 が 多 い と L・

う結果 と な っ た，また ，阿南 ら
z2 ’t・t，・t。pi・ d・ rm 、titi，

君羊と atopic 　dermat…tis十 aliergic 　respiratory 　disease

葺 の 2 群 に て後者 の 方 が 明 らか に RAST 値が高値を

示 したと指摘 して い る に もか か わ らず，li　A．の テ
ー

タ

で は
，

ア ト ピ ー性皮膚炎群 と喘鳴 ・ア ト ピ ー
性皮膚炎

合併群 の 差 も認 め られ なか っ た．

　 こ の 2点 を 考え る と ， や は り森川
31jb ！指摘する ご と

く， 0歳喘鳴児 に お い て は ，高 lgE群 と低 lgE 群 に 代

表 され る全 く異 な っ た 2群 が 混在 して お り，それ ら は

分別 して 倹討す べ きで ある と い う主張 の 正 当性を
一

考

す る 余 地 が あ る と思わ れ る．

　 こ の 報 告を踏ま え，我 々 が 次 に 検討すべ きこ とは こ

点あ る と考え ら れ る．第一
点 は

， ア ト ピ ー
性皮膚炎 の

存在に 最 も密接 な関係を持 つ 項 目は ，遺伝 的 囚 子，食

物 RAST 陽 牲，高 IgE値，好酸球増多 の 4 項 目の う

ち，どの項 目 であるの か とい う検討 で ある．もう一点

は，喘鳴児 を 0歳 の 時点 で 2群 に 分別す る と した ら，

どの よ うな条件 を設定す べ きか と い う検 討 で あ る．

我 々 は ， こ の 二 点 を多変量解析法と い う手法を用 い て

検討す る準備を行 っ て い る，
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     THE  STUDY

Measurement  of  IgEOF

 ALLERGIC  CHILDRIIN UNDER  ONE
and  lgG, ARtibody  Titers to Egg wnite,YEARMilk and  Soybean

            Niroku Koya

Dopartment of Second Pediatrics,Toho Univet:sity

   We  measured  the IgE and  IgG, antibody  titers to egg  white,  and  soy  bean of  94 allergic  child ren  under  one  year.
(21wheezychildren,35atoplcdermatitis,34wheezychildrenwithatopicdermatitis,and4otherallergicchildren),
   The reuslts  were  as follows;

   1> The  pasitive ratio  of IgE antibody  titers to egg  whlte  was  higher than theother  IgE antlbody  titers, and  of
IgG4 antibody  titeTs to milk  was  highgr than the other  IgG4 antibody  titer$.

   2> Of each  allergic symptoms,  the pesitive ratio  of  IgG4 antibody  titers to milk  was  higher than  the  others  in
wheezy  chi}dren  group. And the positive ratio of ]gE antibody  titers to egg  "rhite  and  milk  were  higher than  the

others  in atopic  child  ren  and  wheezy  children  with  atopic  dermatitis.

   3> The  positive ratio  of  IgE antibody  titeTs to egg  white  and  milk  were  higher than  the others  in the group
shQwed  IgE RIST  more  than 21 IU/ml, and  then the positive ratio ef IgE antibody  titers to egg  white,  milk  and

soybean  and  IgG  ̀antibedy  titers lo egg  NN'hite  were  higher than  the others  in the group  showed  eosinephil  counts

more  than  301!mm3.
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